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Step1:使えるようにしよう

　続いては、インストール方法の解説です。いわゆるセットアップですね。
　これが終われば、OpenOffice.org が使えるようになります。

　手順は、普通のアプリケーションと同じです。

　操作説明に従って、進んでください。

1.1 インストールの前に

1.1.1 OpenOffice.org の動作環境

Linux

• Linux Kernel version 2.2.13 以上

• glibc2 version 2.2.0 以上

• Pentium 互換 CPU

• 64 MB RAM

• 300 MB 以上の空きハードディスクスペース(ただし、日本語を含む CJKでは 350MB以上必要です)

• 800x600 ピクセル以上の解像度と 256色以上の X Server

• Window Manager（GNOME 2.x が望ましい）

• Sun Microsystems 社製 Java VM  JRE (1.4.1_01 以上)　ただし、必ずしも必要ではありません

Solaris Sparc

• Solaris 8 以上

• Solaris 8 の場合は 108434-04, 108773-13, 108435-04 (64 bitの場合のみ), 109147-14 以降が適用
されていること

• UltraSparc-I 以上 または互換 CPU

• 128 MB RAM

• 300 MB 以上の空きハードディスクスペース(ただし、日本語を含む CJKでは 350MB以上必要です)

• 800x600 ピクセル以上の解像度と 256色以上の X Server

• Sun Microsystems 社製 Java VM  JRE (1.4.1_01 以上)　ただし、必ずしも必要ではありません



　ただし、これは必要最低限のスペックで、快適な使用は望めません。OSによって快適なスペックは若干
異なりますが、だいたい

• Intel Pentium II 300MHzかあるいは同等の互換 CPU以上(Intel), UltraSparc IIi 300MHzかあるい
は同等の互換 CPU以上(Sparc)

• 10GBクラスのハードディスク

• 256MB以上のメモリ

• 1024x768 ピクセル以上の解像度。65536色以上のグラフィック

このくらいあれば快適に動くものと思われます。

1.1.2 Java VM

　OpenOffice.org の動作そのものに Java VMは必要ありませんが、あると OpenOffice.org の機能が全て
使えるようになります。例えば、アクセシビリティ機能の一部は Java VMがないと使えません。

　2004年 12月下旬現在、Java VMの最新安定バージョンは 1.5.0です。

　Solaris 版では、Solaris 8, 9 とも標準で Java VM は含まれますが、それぞれ 1.3, 1.4.0とバージョ
ンが古いので、標準の Java VM を更新するか、新しいバージョンの Java VMを別のディレクトリにインス
トールすることをお勧めします。

　http://java.sun.com/j2se/1.5.0/ja/から指示に従ってダウンロードしてください。JREと SDKがあり
ますが、使う分には JREをダウンロードすればいいでしょう。ビルドするなら、SDKが必要です。

　なお、Java VMは OpenOffice.org のインストール中にインストールすることもできますし、あとからイ
ンストールすることもできます。



1.2 OpenOffice.org を入手する
　ほとんどの方は、すでに OpenOffice.org を入手されていると思いますが、もしまだの場合はインター
ネットの次のサイトからダウンロードしてください。

　OpenOffice.org 日本ユーザー会　http://ja.openoffice.org/

　OpenOffice.org 独自ビルドプロジェクト　http://waooo.sourceforge.jp/

　多くのパソコン雑誌が、付録 CD-ROM/DVD-ROMに OpenOffice.org を収録するようになりましたので、確
認してみてください。

　また、インストールする前に、tarコマンドなどで OpenOffice.org を解凍しておいてください。

例 Linux版：

hoge@localhost:~$ tar xzvf OOo_1.1.4_LinuxIntel_install_ja.tar.gz  

例 Solaris 版

hoge@localhost:~$ gzip -dc OOo_1.1.4_SolarisSparc_install_ja.tar.gz | tar xvf -  

1.3 インストール方法を選択する
　OpenOffice.org のインストールには、2つの種類があります。｢シングルユーザーインストール｣と｢マ
ルチユーザーインストール｣です。

　次の場合には、シングルユーザーインストールを行います。

•  PC を一人で使っている

•  PC 1台を何人かで共有していて、ログイン名を共通にしている

　ほとんどのユーザーは、シングルユーザーインストールでいいでしょう。よくわからない場合は、こち
らを選んでおきましょう。説明によっては、スタンドアローンインストールとなっている場合があります。

　次の場合には、マルチユーザーインストールを行います。

•   PC 1台を何人かで共有していて、各ユーザーがユーザ名を持っている

•  複数のパソコンを LANで結び、そのうち 1台をファイルサーバーにしている

　こちらは、ネットワークインストールと呼ばれる場合もあります。

　マルチユーザーインストールは、｢共有インストール｣と｢個別インストール｣という 2つのステップに分
かれています。

　なお apt-getを含む debパッケージや、rpmでインストールした場合は、自動的にマルチユーザーイン
ストールになります。

　もし、以前インストールしたことがある方は、2.8の「バージョンアップする場合」をご覧ください。



1.4 シングルユーザーインストール
　まずはシングルユーザーインストールの手順を説明します。

　OpenOffice.org を解凍してできたディレクトリにある setupをダブルクリックするか、コマンドライン
から呼び出し、起動させます。

　解凍したディレクトリに移動し、次のコマンドを実行します。

hoge@localhost:~/install$ ./setup　

　setupが起動すると、インストール作業に必要なファイルの読み込みが始まります。

　

 　読み込みが終わると、セットアッププログラムが表示されます。

　インストールのスタートです。

　[次へ]をクリックします。

　OpenOffice.org の「重要な情報」が
表示されます。ひととおり読んだ後、
[次へ]をクリックします。



　ソフトウェア許可協定が表示されま
す。

　OpenOffice.org 1.1では、ライセン
スを全て読んで、（一番下までスクロー
ルさせて）[協定条件に同意します]に
チェックを入れないと[次へ]がクリッ
クできなくなりました。

　ユーザーデータの入力です。

　入力しなくてもインストールはでき
ますが、 [バージョン管理]機能を使
うことを考えると、名前くらいは入力
しておいた方がいいでしょう。

　入力してから[次へ]をクリックして
ください。

　インストールの種類を選択します。

　ここでは、デフォルトの標準インス
トールを行います。そのまま[次へ]を
クリックしてください。



　インストールディレクトリの設定で
す。

　OpenOffice.org をインストールする
ディレクトリを指定します。

　このままでいいでしょう。

　[次へ]をクリックしてください。

　ディレクトリがない場合は、作成を
確認するダイアログが出てきます。

　インストールの設定作業は、これで
終わりと表示されます。

　[インストールする]ボタンをクリッ
クします。

　でも、作業はこれで終わりではあり
ません。



　ここでは、Java VMの設定をします。

すでに Java VMがインストールされて
いるならそのまま[OK]ボタンを押しま
しょう。

　もしインストールされていなければ、
[OpenOffice.org1.1.4 で Javaは使用
しない]にチェックを入れます。

　複数インストールされていれば、使
用する Java Runtime環境を選択しま
す。

　いよいよインストールが始まります。しばしお待ちください。

　数十秒ないし数分でインストールが完了します。

　シングルユーザーインストールはこ
れで終了です。

1.5 起動のしかた
   OpenOfice.org 1.1 をインストールすると、GNOMEや KDEをお使いの方はアプリケーションのメニュー
から起動できるようになります。

　もちろんコマンドラインからの起動も可能ですので、ここではその方法を紹介します。

　まずは OpenOffice.org がインストールされているディレクトリに移動してください。

hoge@localhost:$ cd $HOME/OpenOffice.org1.1.4　

　基本的には、ここで sofficeを実行します。

hoge@localhost:~/OpenOffice.org1.1.4$ ./soffice　

　しかし、これだとあくまで OpenOffice.org 1.1の共通な部分の起動をしただけで、Writer でも Calcで
もない状態です。



　[ファイル]-[新規作成]でも起動できますが、次に代表的なオプションを挙げますので参考にしてくだ
さい。

•  -writer…新規作成状態で Writerを起動します。

• -calc…新規作成状態で Calcを起動します

• -draw…新規作成状態で Drawを起動します

• -impress…新規作成状態で Impress を起動します。

• -h  …オプションを表示して終了します。

起動例：

hoge@localhost:~/OpenOffice.org1.1.4$ ./soffice -writer　



1.6 マルチユーザーインストール
　ここでは、マルチユーザーインストールの手順を説明します。

　すでに説明したように、1台の PCで複数のユーザーが使い分ける場合には、こちらのインストール方
法にします。

　この作業は、共通インストールと個別インストールの 2つに分かれています。

1.6.1 共通インストール

　マルチユーザーインストールは、一度だけ行う共通インストール（別名サーバーインストール）と、各
ユーザーアカウント毎に行う個別インストール（別名ワークステーションインストール）に分かれます。

　まずは共通インストールから行いましょう。

　共通インストールの場合、インストール前に少々工夫が必要です。シングルユーザーインストールでは
Setupを起動するだけでよかったのですが、共通インストールでは管理者権限で setupにオプションをつ
けて起動する必要があります。

　ユーザー名などは、適時置き換えてお読みください。

　まずは解凍したディレクトリに移動して、

hoge@localhost:~$/install$ sudo ./setup -net      

と入力します。

　sudoが使えない場合は、事前に

hoge@localhost:~$ su -  

　で、root のパスワードを入力してから

hoge@localhost:~$/install$ ./setup -net      

　とする方法もあります。

　Solaris 版では、 DISPLAY 環境変数と Xのアクセス権限を正しく設定してください。

　rootでログインしてセットアップする方法もありますが、ここではお薦めしません。

　なお、管理者権限がない状態で共通インストールを始めると、エラーメッセージが出ます。

　では、セットアップウィザードでイ
ンストールを始めましょう。

　[次へ]をクリックします。



　OpenOffice.org の「重要な情報」が
表示されます。

[次へ]をクリックします。

　ライセンスを全て読んで（一番下ま
でスクロールさせて）[協定条件に同
意します]にチェックを入れます。



　ここでは、デフォルトの標準インストー
ルを行います。

　そのまま[次へ]をクリックしてくださ
い。

　OpenOffice.org をインストールする
ディレクトリを指定します。

　デフォルトではちょっと変わったディ
レクトリにインストールすることにな
るので、必要に応じて変更してくださ
い。

　ディレクトリを指定したら、[次へ]
をクリックしてください。

　ディレクトリがない場合は、ここで
確認のメッセージが出ます。

　インストールの設定が完了したと表
示されました。

　[インストールする]ボタンをクリッ
クします。



　Java VMの選択画面になります。

すでに Javaがインストールされてい
るなら、そのまま[OK]ボタンを押しま
しょう。

　もしインストールされていなければ、
[OpenOffice.org1.1.4 で Javaは使用
しない]にチェックを入れます。

　複数インストールされていれば、使
用する Java Runtime環境を選択しま
す。

　[OK]ボタンをクリックすると、実際にインストール作業が行われます。しばしお待ちください。

　これで共通インストールは完了です。

　引き続き個別インストールに移って
ください。

1.6.2 個別インストール

　マルチユーザーインストールでは、共有インストールに続いて、個別インストールが必要です。この操
作は、各ユーザーが個別に行います。

　まず、個別インストールを行いたいアカウントでログインします。

　続いて、共有インストールで OpenOffice.org をインストールしたディレクトリに移動します。

hoge@localhost:~$ cd /opt/OpenOffice.org1.1.4/

　適時インストールしたディレクトリに読み替えてください。

hoge@localhost:~/opt/OpenOffice.org1.1.4$ ./setup

　オプションは特に必要ありません。



　やはり、このダイアログが出ます。

　[次へ]をクリックします。

　OpenOffice.org の「重要な情報」が
表示されます。

　[次へ]をクリックします。



　「ソフトウェア許可協定」です。一
番下までスクロールして、[協定条件
に同意します]にチェックをつけます。

　ユーザーデータの入力です。

　名前くらいは入力して、次へ行きま
しょう。

　ここでは、[ワークステーションイ
ンストール]を選択します。

　[ローカルにインストール]を選択す
ると、シングルユーザーインストール
と同一の方法でインストールすること
になります



　インストールするディレクトリを指
定します。

　デフォルトのままでいいでしょう。

　[次へ]ボタンをクリックします。

　ディレクトリがない場合、ディレク
トリを作成するかどうかの確認ダイア
ログが出ます。

[インストールする]ボタンをクリック
します。

　インストールが始まりますが、すぐ
に終わります。



　これで完了です。

　他のユーザーが OpenOffice.org を使う場合、そのユーザーのアカウントでログインして、同じように
個別インストールを行います。 

　起動方法は 2.5の「起動のしかた」をご覧ください。

1.7 Debian GNU/Linux でのインストール
　Debian GNU/Linux 3.0r4 (woody)をお使いの方は、/etc/apt/sources.list に

deb http://ftp.freenet.de/pub/debian-openoffice/ woody-test main contrib

を追加してください。

　testing ないし unstable ををお使いの方は、特になにもすることはありません。

　その後

hoge@localhost:~$ apt-get update  

を実行してアップデートしておいてください。もちろん、管理者権限が必要です。

　インストールは

hoge@localhost:~$ apt-get install openoffice.org

　で行います。

　日本語メニューはインストールされないので、一緒に openoffice.org1.1-l10n-jaも指定するといいで
しょう。

　sarge/sidでは、openoffice.org-help-jaもあると便利です。

　一度本当にインストールするかどうか質問されますが、<y>キーか Enterキーを入力することで続行し
ます。

　あとは待つだけです。ファイルサイズが大きいのでダウンロードに少々時間がかかる可能性があります。

　　起動方法は 2.5「起動のしかた」をご覧ください。

1.8 バージョンアップする場合

1.8.1 バージョンアップの種類

　　バージョンアップは 2つの方法で行うことができます。

• 更新

　現在インストールされているディレクトリに上書きします。

　設定などを引き継ぐことができて便利です。

• 新しいディレクトリにインストール

　新しくディレクトリを作成し、そちらにインストールします。　この方法だと、



　以前のバージョンと共存させることができますが、設定などを引き継ぐことはできません。　

1.8.2 更新できる条件

　　新しいディレクトリにインストールするのは比較的簡単ですが、更新の場合はある条件を満たさなく
てはなりません。

　その条件とは、インストール方法が同じであることと、インストール形式が同じであることです。

　インストール方法とは、例えばシングルユーザーインストールでインストールした場合、更新もシング
ルユーザーインストールで行う必要があります。

　インストール形式とは、　例えば RPMでインストールして、バージョンアップをインストール版でする
ことはできませんし、その逆もできません。RPMではなく、Debianパッケージでも同じです。

　更新できる場合、次のようなダイアログが表示されます。

更新できない場合、次のようなダイア
ログが表示されます。

　その場合、[OK]をクリックすると、新しいディレクトリにインストールできるようになります。



1.8.3 マルチユーザーイン
ストールの場合

　　個別インストールは自動的に更新されます。

　[OK]をクリックすると、

　いずれの場合も、これらのダイアログのあと「重要な情報」に続きますので、シングルユーザーインス
トールの場合は 2.4に、マルチユーザーインストールの場合は 2.6に戻ってインストールを続行してくだ
さい。



1.9 メニューのフォントが表示されない場合

1.9.1 文字化けの理由

　Debianだけではなく、他のディストリビューションでも同様ですが、各ディストリビューションが用意
している OpenOffice.org を起動したとき、メニューが表示されないことがあります。

　これは、標準でユーザーインターフェースにシステムフォントを使用しているのが原因です。

　日本語を表示させる方法はいくつかありますが、ここではウィンドウ・マネージャで使用しているシス
テムフォントを変更することによって表示できるようにします。

1.9.2 GNOME の場合

　[アプリケーション]-[デスクトップの設定]-[フォント]を起動します。

　[アプリのフォント]を[Kochi Gothic]など、日本語フォントにします。



1.9.3 KDE の場合

　[Kメニュー]-[設定]-[コントロールセンター]-[外観&テーマ]-[フォント]を[Kochi Gothic]など、日本
語フォントにします。

　設定が終わったら、[適用]をクリックしてください。

1.9.4 ほかの修正方法

　結局のところ、[ツール]-[オプション]-[OpenOffice.org]-[アクセシビリティ]の[ユーザーインター
フェースにシステムフォントを使用]にチェックが入っているのが問題なので、このチェックを外すとこ
の不具合は起こらなくなります

　ただ、フォントが表示されていない状態で設定変更するのは至難の技ですので、いったん Window
Manager の設定を変更するのがベターです。



1.10 アンインストール

1.10.1 インストールプログラムを使用した場合

　OpenOffice.org をアンインストールするには、インストールしたディレクトリにある setupを起動しま
す。

hoge@localhost:~/openoffice.org1.1.4$ ./setup     

　インストールプログラムが呼び出さ
れますので、[削除]を選択します。

　ディレクトリごと削除するかどうか
決めてください。

　[すべてのファイルを削除]で問題な
いでしょう。

　アンインストールの方法は、シングルユーザーインストールと個別インストールで同じです。

　共有インストールの場合は、"-net"のオプション付きで setupを起動してください。

1.10.2 Debian GNU/Linux の場合

　管理者権限で、

hoge@localhost:~$ apt-get remove openoffice.org 

を実行するだけです。
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　更新来歴
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　2004/06/20 OpenOffice.org 1.1.2対応版の最終リリース

　使用フォント
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